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蔵 

春
閣
が
４
月
29
日（
土
）に

オ
ー
プ
ン
し
ま
す

加盟団体活動紹介

　平成９年、大倉喜八郎翁の業績を研究・顕彰し、会員相互の
親睦を図ることを目的に発足。本年４月、当会待望の蔵春閣が
開館。
　新たな新発田の
宝 と な る 蔵 春 閣、
市街地の活性化に
寄与するものと期
待しております。

　毎月第２、第４の金曜日の午前、文化会館で講師他12名で
活動。各自「墨遊」月刊競書誌による課題を書いて提出、他に昇
段（級）試験や各種展覧会にも随意参加。漢字、細字、ひらがな、
ペン字……自由に選んで書に親しんでいます。

　工芸部門の木彫に属します。図案に作者の思いを乗せ彫刻刀・
ノミ・糸鋸を用い板に高低差・遠近感と若干の色付けをし作品
完成です。活動日
は（基本）毎月３回
土曜日９時～ 12時
迄です。興味のあ
る方は是非来室し
てください。

新たな新発田の宝　蔵春閣
� 大倉喜八郎の会

一緒にやってみませんか
� 書道一期会

余暇を楽しく充実
� 樹の会

日本の音色に魅せられて
� 箏曲松濤會

会長
坂井　正さん

会員が制作した会員が制作した
作品です作品です ▼▼

主宰
武藤　祥圃さん

会長
後藤　泰三郎さん

代表
遠藤　伝衛さん

　昭和30年代に祖母がお稽古場を開いて以来、現在まで箏が大
好きな幅広い年代の仲間が集まり活動しています。御幸町ふれ
あいコミュニティーで月２回火曜日です。５月14日文化会館で
演奏会を開催予定ですので、ぜひお越しください。

新潟邦楽連盟演奏会の様子新潟邦楽連盟演奏会の様子

現在建設中の蔵春閣現在建設中の蔵春閣

須坂市　　新発田市 
長野県 文化

で

交流

書いたものを先書いたものを先
生から指導して生から指導して
もらい、皆で見もらい、皆で見
てきいて参考にてきいて参考に

しますします

▲▲

みんなの輪

　
大
倉
喜
八
郎
の
別
邸「
蔵
春
閣
」が
新
発
田
市
に
移
築
復
元
さ
れ
、
い
よ
い
よ
４
月
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
様
々
な
事
業
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
新
発
田
市
立
歴
史
図
書
館
開
館
五
周
年
記
念
蔵
春
閣
開
館
記
念
特
別
展

　「
喜
八
郎
さ
ん
か
ら
の
贈
り
物
」 

　
大
倉
喜
八
郎
が
創
立
し
た
東
京
経
済
大
学
や
、
日
本
で
初
め
て
創
設
し
た
私
立
博
物
館
の

大
倉
集
古
館
が
所
蔵
す
る
ゆ
か
り
の
品
と
と
も
に
、
市
が
所
蔵
す
る
関
連
資
料
を
公
開
し
、

大
倉
喜
八
郎
の
人
物
像
を
紹
介
し
ま
す
。

期
　
　
間
　
令
和
５
年
４
月
29
日（
土
）～
８
月
31
日（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
休
館
日
：
月
曜
日
）

場
　
　
所　
新
発
田
市
歴
史
図
書
館　
１
階　
展
示
室

入
場
料
　
無
料

●
歴
史
講
演
会

　「
大
倉
喜
八
郎
の
美
術
品
収
集
と
蔵
春
閣
」

日
　
　
時
　
令
和
５
年
５
月
６
日（
土
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
　
　
所
　
新
発
田
市
民
文
化
会
館

講
　
　
師
　
大
倉
集
古
館　
副
主
任
学
芸
員　
四
宮
美
帆
子
氏（
日
本
美
術
史
）

入
場
料
　
無
料（
定
員
4
０
０
人
）（
新
発
田
市
民
文
化
会
館
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。）

問
い
合
せ
　
新
発
田
市
歴
史
図
書
館　
電
話
２
4
―
２
１
０
０
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須
坂
市
民
文
化
祭
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
民
謡
中
田
会
　

�

代
表
　
中
田
　
敏
夫
さ
ん

　
新
発
田
市
と
須
坂
市
が
姉

妹
都
市
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

文
化
団
体
連
合
会
が
出
演
す

る
こ
と
と
な
り
、
10
月
23
日

連
合
会
会
長
池
田
純
夫
氏
を
団
長
に
若
泉
会
、
民

謡
中
田
会
で
参
加
。
60
回
記
念
で
も
あ
り
盛
大
な

催
し
で
し
た
。
ロ
ビ
ー
に
は
展
示
会
、
２
階
は
茶

席
、
ホ
ー
ル
に
謡
曲
、
大
ホ
ー
ル
で
芸
能
音
楽
と

各
種
の
催
し
が
華
や
か
に
開
催
さ
れ
関
係
各
位
の

団
結
力
に
感
心
す
る
ば
か
り
。
改
め
て
先
人
達
の

偉
業
に
感
謝
し
、
宝
物
と
言
う
べ
き
伝
統
文
化
を

大
切
に
、
保
存
育
成
次
代
へ
の
伝
承
に
努
め
る
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
10
月
23
日
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
須
坂
市
で
「
第
60
回　
須
坂
市
民
文
化
祭
」
が
開
催
さ
れ
、
新

発
田
市
文
化
団
体
連
合
会
か
ら
「
新
邦
楽
舞
踊
若
泉
会
」、「
民
謡
中
田
会
」
の
２
団
体
が
参
加
し
、
ス
テ
ー

ジ
で
公
演
し
ま
し
た
。
交
流
会
で
は
当
会
会
長
よ
り
「
２
９
０
年
余
り
前
、
須
坂
市
と
の
縁
が
今
の
新
発
田

市
の
農
業
の
礎
を
築
い
て
く
れ
た
。
こ
の
ご
縁
を
文
化
で
つ
な
い
で
い
き
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
。
文
化
に

よ
る
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

新邦楽舞踊　若草会

民謡　中田会

市
民
表
彰 

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
当
会
役
員
の
田
中
正
夫
さ
ん
が
、
長
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
市
民
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

長
年
の
活
動
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（画像提供：東京経済大学）

姉
妹
都
市
文
化
交
流
を
開
催
し
て

須
坂
市
文
化
芸
術
協
会

会
長
　
花
房
　
多
都
蔵
さ
ん

　
昨
年
の
10
月
23
日
に
開
催

い
た
し
ま
し
た
「
第
60
回
記

念
須
坂
市
民
文
化
祭 

芸
能

音
楽
祭
」
に
ご
参
加
・
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

素
晴
ら
し
い
舞
台
と
皆
様
と
の
ふ
れ
あ
い
に
感

動
と
喜
び
で
、
三
木
須
坂
市
長
は
じ
め
私
た
ち
会

員
一
同
「
コ
ロ
ナ
禍
開
催
し
て
本
当
に
良
か
っ

た
」
と
新
発
田
市
様
並
び
に
新
発
田
市
文
化
団
体

連
合
会
様
に
心
か
ら
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

い
つ
か
ま
た
文
化
交
流
が
で
き
ま
す
こ
と
を
楽

し
み
に
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

～
蔵
春
閣
と
ア
ー
ト
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
～

蔵
春
閣
×
文
化
団
体

　
文
化
団
連
合
会
で
は
蔵
春
閣
で
お
茶
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
昔
語
り
な
ど
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
歴
史
的
建
造
物
と
ア
ー
ト
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
お
楽
し
み
に
。

　
詳
細
は
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。



ジ
ュ
ニ
ア
展
・
こ
ど
も
絵
画
教
室五

十
公
野
御
茶
屋
、

　旧
県
知
事
公
舎
記
念
館

　
令
和
４
年
度
の
ジ
ュ
ニ
ア
展
は
第
50
回
の
記
念
の
年
を
迎

え
、
初
め
て
公
募
に
よ
る
コ
ン
ク
ー
ル
形
式
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　
当
会
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
展
の
開
催
に
合
わ
せ
、
子
ど
も
絵
画
教

室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ジ
ュ
ニ
ア
展
で
は
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
16
作
品
が
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
今
回
は
受
賞
作
品
の
内
、
最
優
秀
賞
、
優
秀

賞
の
５
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　市内の幼稚園、保育園、
こども園、小学校、中学校、
特別支援学校から525点
の作品が出品され、５日間
で2,739人の来場者があり
ました。

優 秀 賞 （幼児の部）

「せかいいちのじんべえざめ」
三の丸保育園　３歳児　徳橋　美潤さん

とく はし　　   み    ひろ

最 優 秀 賞

「かっこいいザリガニ」
川東小学校２年　渡邉　颯梧さん

わた なべ　　   そう  ご

優 秀 賞 （小学校低学年の部）

「うみのなかのカーニバル」
東小学校１年　大竹　糸さん

優 秀 賞 （小学校高学年の部）

「火山の花」
川東小学校４年　星野　颯斗さん

　学校の教室、それは僕たち生徒がもっとも出入りする場所の一つです。みなさ
んも様々な思い出があるのではないでしょうか。そんな教室を僕は描きました。
　僕は絵を描くときに、自分が使いたい色を使うようにしています。なので、出来
上がった絵は本当の色味とは違ったように見えるかもしれませんが、だからこそ、
教室という、一言では言い表すことのできない何かを演出することができたのだ
と思います。
　教室は僕に数えきれない経験と知識を学ばせてくれた「教科書」です。

　
11
月
20
日（
日
）五
十
公
野
御
茶
屋
と
旧
県
知
事
公
舎
記
念
館
に
お
い

て
、
錦
秋
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
茶
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
茶
会
は
、
未

来
応
援
奨
学
金
に
い
が
た
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
子
ど
も
た
ち
の
奨
学
金

へ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
開
催
し
た
も
の
で
、
当
日
は
２
０
０
人
の

お
客
様
が
小
春
日
和
の
中
、
お
茶
を
楽
し
み
ま
し
た
。
こ
の
収
益
の
一

部
を
奨
学
金
に
寄
付
し
て
い
ま
す
。

錦秋チャリティー茶会を開催して
　五十公野御茶屋と旧知事公舎記念館に於
きまして、表千家の高山先生と共に返済不要
の給付型奨学金「しずくプロジェクト」の趣
旨に賛同しての錦秋チャリティー茶会を開催
させていただきました。国指定名勝の
美しいお庭を背景に、正に錦秋の
素晴らしい秋の一日を一服のお
茶と共に楽しんでいただけた様
に思います。チャリティー金も
40万円御寄付させていただくこ
とができました。皆様の善意に
心より感謝申し上げます。本当
にありがとうございました。

宗徧流 芝蘭会
石井　宗美さん

 ６月21日
五十公野保育園（参加者30人）
派遣団体：ニュー・マジックシバタ　

 7 月 ６日
二葉小学校（参加者54人）
派遣団体：石州流越後怡渓派
　　　　　翠濤会菖水会

 7 月28日
やわたふれあい広場（参加者15人）
派遣団体：しばたミュージアム設立
　　　　　推進市民会議

 7 月31日
加治コミュニティ協議会（参加者300人）
派遣団体：ニュー・マジックシバタ

10月19日
ふるさと文化探訪会（参加者22人）　
派遣団体：宗徧流　芝蘭会

11月17日
上羽津サロン（参加者17人）
派遣団体：しばたIRORIの会

 １月24日
松岡サロン（参加者35人）
派遣団体：しばたIRORIの会
 １月26日
新発田さわやかルーム（参加者15人）
派遣団体：表千家流宗月会

 3 月 ４ 日
長畑・下名柄子ども会（参加者25人）
派遣団体：表千家流宗月会

令和４年度出前講座の
実績を紹介します

錦
秋
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
茶
会 
in

〜
み
ら
い
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
育
て
る
第
一
歩
〜

10月15日土～

　  19日水

ほし   の　　     はや   と

優 秀 賞 （中学校の部） 「教科書」
  第一中学校３年　佐藤　颯太さん

さ  とう        そう  た

おお  たけ　　   いと

　保育園児から小学生、中学生まで、
40人の子どもたちが参加。様々な画
材を使って、生き物から野菜、果物、
好きな場所など、自由に楽しく描く喜
びを体験しました。

８月
６日土

こども絵画教室

ジュニア展

特  集

出前
講座


